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2025年3月期第２四半期（中間期）決算
および

今後の事業展開について

2024年11月
SEホールディングス・アンド・インキュベーションズ株式会社
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当社グループについて

ＩＴを中心とした事業会社群と長期投資により長期成長を目指す企業集団

IT事業者支援

教育
人材

技術情報出版

スマートフォンコンテンツ
オンラインゲーム
オンラインサービス

投資運用
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当社グループについて

売上高及び営業利益 １株当り純資産額

利益基盤の充実、事業マネジメント人材の育成、事業・サービスのオンライン化、
長期投資などにより高い利益率と純資産成長を実現。
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2025年3月期第２四半期（中間期）
決算について
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2025年3月期第２四半期（中間期）
決算概要

期初の重点課題：
１．将来に向けた事業会社各社の成長基盤構築・整備
２．新規収益基盤の創出
３．事業会社経営人材の拡充と育成
４．収益基盤の質の多様性による長期成長基盤の充実

＜概況＞

①全体売上は前年同期比並み、同各段階損益は減益

②出版事業は、書籍・電子書籍・イベント売上が堅調に推移

オンライン広告市場の低迷、原価・販売コストが上昇

②コーポレートサービス事業は、既存クライアントからの受注が軟調

③ソフトウェア・ネットワーク事業は、自社サービス・コンテンツ事業売上が堅調に推移

する一方、ソリューション事業売上が軟調に推移、技術者育成コストが増加

④教育・人材事業は、IT人材研修事業売上増加

医療関連人材紹介事業は競争激化、採用コスト増加

⑤投資運用事業は、配当金収入増の一方、前年同期の債券償還益の反動影響
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連結損益計算書

前期比(%)2023/9連結2024/9連結

△０．３３，６１５３，６０６売上高

△２．７１，８７８１，８２７売上総利益

＋１０．８１，２２７１，３６０販管費

△２８．３６５１４６６営業利益

△１６．３５８３４８８経常利益

―７―特別利益

―４―特別損失

△１６．４３８２３１９親会社株主に帰属する中間

純利益

（単位：百万円、％）

△７０．９９７０２８２※中間包括利益
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事業セグメント別損益（出版事業）
IT関連書籍出版等

 書籍・電子書籍・イベント売上共、
堅調に推移

 オンライン広告市場の低迷、原
価・販売コスト上昇が利益を

圧迫

2023/9
連結

2024/9
連結

2,0102,156売上

405371ｾｸﾞﾒﾝﾄ
利益
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事業セグメント別損益（ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｻｰﾋﾞｽ事業）
IT関連企業向マーケティング・プロダクト関連支援

 既存クライアントからの受注減を
主因に、減収減益

2023/9
連結

2024/9
連結

450351売上

27△23ｾｸﾞﾒﾝﾄ
利益
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事業セグメント別損益（ｿﾌﾄｳｪｱ・ﾈｯﾄﾜｰｸ事業）
ソフトウェア開発、コンテンツ開発・提供

 ゲームの自社サービス事業、コン
テンツ事業は堅調に推移

 ソリューション事業売上が軟調に
推移し、技術者育成コスト負担な
どにより減益

2023/9
連結

2024/9
連結

424389売上

550ｾｸﾞﾒﾝﾄ
利益
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事業セグメント別損益（教育・人材事業）
ＩＴ技術者教育、医療系人材紹介

 IT人材研修事業は堅調、医療関
連人材紹介事業競争激化で全
体売上は前年同期並み

 スタッフ採用コスト増加などにより、
減益

2023/9
連結

2024/9
連結

506494売上

152120ｾｸﾞﾒﾝﾄ
利益



事業セグメント別損益（投資運用事業）
有価証券投資、不動産投資

2023/9
連結

2024/9
連結

222213売上

173163ｾｸﾞﾒﾝﾄ
利益

 株式配当金収入増加、前年同期
の債券償還益の反動で、売上・
利益ともほぼ前年同期並み
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連結資産・負債の状況

主な要因比較増減2024/3連結2024/9連結勘定科目

営業投資有価証券
+301、現金及び預金
△334、流動資産その
他△98

△１３４１２，５８１１２，４４７流動資産

無形固定資産その他
+16、投資有価証券
△34

△23１，８８７１，８６４固定資産

△157１４，４６８１４，３１１資産合計
短期借入金+74、流動
負債その他△128、買
掛金△97

△150３，８２６３，６７５流動負債

長期借入金+58、社債
△120△58２，１１７２，０５８固定負債

△２０８５，９４３５，７３４負債合計

利益剰余金+256、自己
株式取得△170+５１８，５２５８，５７７純資産合計

（△１７０）（△２９５）（△４６６）（自己株式）

△１２，９８０２，９７９有利子負債

（単位：百万円）
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2025年3月期通期連結業績予想

前期比2025/3連結2024/3連結

△0.2%7,300７，３１８売上高

△17.8%1,000１，２１５営業利益

△17.8％940１，１４３経常利益

△14.4％625７２９親会社株主に帰属す
る当期純利益

単位：百万円

（注）現時点では2024年7月18日に公表した連結業績予想に変更はありません。
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今後の事業展開について
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この10年間安定した利益と純資産成長を実現。
長期の利益成長、純資産増加を目指す。
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中長期の成長へ向けて

 事業会社経営人材の育成

 ビジネスのオンライン化の継続

 多様な事業収益と長期投資収益による長期成長

中長期成長へのポイント
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中長期の成長へ向けて

ビジネスのオンライン化
デジタルコンテンツ・オンラインサービス・定額サービスなどを拡大

中長期成長へのポイント

投資事業：長期投資による実質長期利益の成長を目指す

多様な事業収益と長期投資収益の組み合わせにより各事業リスクを低減
しながら安定した長期成長を目指す
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SE Holdings&Incubationsの事業会社構成

SE H&I

子
会
社

関
連
会
社

出
資
先

技術情報
Online
Mobile 企業支援 教育・人材

翔泳社 SE M&O SE Design

800TSｸﾞﾙｰﾌﾟ
（中国）

SEプラス SEインベストメント

投資運用
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総括

 ２０２５年３月期第２四半期（中間期）は、全体売上は前期並み、
営業利益は減少

 出版事業では、紙書籍販売・電子書籍・イベント売上が堅調

オンライン広告市場が低迷、原価・販売コストが上昇

 ソフトウェア・ネットワーク事業で技術者育成コスト、

教育人材事業でスタッフ採用コストが上昇

 中長期成長へマネジメント人材の育成・ビジネスのオンライン化
に今後も取り組む

 事業の多様性と長期投資により長期の実質利益成長、純資産増加
を目指す



20

ご不明な点、追加のご質問等は下記までご連絡ください。

SEホールディングス・アンド・インキュベーションズ株式会社

経営企画部経営企画課

03-5362-3700
ir@sehi.co.jp

 本資料は、情報提供のみを目的としたもので、その他一切の目的を意図して作成したもの
ではありません。本資料の情報は当社が信頼できると判断した情報源から入手したもので
すが、その情報の正確性、完全性を全面的に保証したものではありません。また、本資料に
記載された見解や予測等は、作成時点における当社の判断であり、今後予告なしに当社の
判断で随時変更することがあります。


